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 地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

記 

生成ＡＩが急速に普及・発展する中、学校現場においては、児童生徒の個別

最適な学びの実現や協働的な学びの充実、教職員の校務効率化に向けた活用等

が期待されており、国においても令和５年度から「生成ＡＩパイロット校」を

指定するなど、生成ＡＩの適切な活用に向けた実践・検証が進められている。 

一方で、その指導に当たっては、個人情報漏えいといった情報セキュリティ

上のリスク対応のほか、こども達がＡＩの出力内容の真偽を見抜き適切に利用

する力や過度な依存を避けながら自ら考え判断する力の育成など、より高度か

つ専門的な知識及び技能が求められることから、情報教育を担う教員及び IＣ

Ｔ支援員の資質向上やその確保が一層重要な課題となってくる。 

 次期学習指導要領においても情報教育の拡充が見込まれる中、質の高い教員

研修や専門人材の十分な配置などの指導体制の整備について、特に小規模自治

体では、限られた財源で対応することに限界があるため、地域による学習環境

の違いが教育格差につながらないよう、国による実効性のある積極的な支援が

求められる。 

 よって、本県議会は、国会及び政府において、すべての児童生徒が適切な教

育の下、デジタル技術を活用しながら、主体的に課題を解決する力を身に付け

るため、授業等での使用範囲について議論するとともに、制度及び財政支援の

充実を含む、生成ＡＩに対応した情報教育環境の整備を一層推進するよう強く

要請する。 

宛 て 


